
 

留守家庭児童育成クラブに関して 

 

川西市子ども・子育て計画の現状について（子ども・子育て計画との対比表） 
 （※ ○：実施できた内容  ▼：実施できなかった内容を表す。） 

 川西市子ども子育て計画 記載事項 平成 27年度 平成 28年度 今後の対応 

定
員
の
設
定 

① クラブの分割が必要な校区について、必

要に応じて分割 

○川西北・多田東・けやき坂・牧の台・北陵

の 5クラブの分割を実施した 

▼待機の多いクラブの分割を小学校と調整

したが実施できなかった 
・学校と協議し余裕教室を確保する 

・指導員の確保ができるように、処遇の

改善を検討する ② 利用登録の上限を定員の 2割増とする ▼（一部）実施した ○全クラブで実施した 

低
学
年
対
応 

① 清和台南小学校区について、平成 28 年

度から定員枠の拡大を検討 

▼学校の余裕教室の確保、指導員の確保がで

きなかった 

▼次年度に向けて、小学校との連携を強化し

余裕教室の利用を調整中 
・清和台南小の教室の空き状況等を学校

と協議し、分割が可能であれば実施を

検討する ② 利用登録定員を超える利用申込みがあ

った場合、低学年が優先 
○実施できた ○実施できた 

高
学
年
対
応 

① 余裕教室・特別教室・既存のクラブ室の

間仕切等、既存施設等の活用を基本 

○４年生まで受入れた 

 

○5年生まで受入れた 

○長期休業中のみの待機児童対象の受入れ

を実施した 

・6年生まで受入れ予定 

・市内の小学校に訪問し、教室の空き教

室の状況等を確認し、施設の活用を検

討する 

・申請者の動向を考え、分割を検討する 

・民間事業者の参入を促す 

② 平成 27年度久代・加茂・川西の分割 

③ 平成 30年度明峰・東谷の分割 
▼関係機関と調整・検討した 

▼関係機関と調整・検討し、次年度の分割に

向けて調整中 

そ
の
他
の
確
保
方
策 

① 定員に空きがある場合は、居住する小学

校区以外のクラブの利用が可能 

▼校区以外の通所等について関係所管と検

討した 

○昨年度末に待機の保護者向けアンケート

を実施したが、希望者がいなかった ・補助金交付要綱の整備を行い、民間活

力の導入を更に促進する 

・利用者のニーズに応じた開所時間の延

長を次年度の指導員の人数を考慮し検

討する 

② 民間活力の活用を含め、当事業の提供体

制を検討 

▼他市へ視察を実施し、民間の参入について

情報を集め検討した 

○開設届等に関する要綱の整備を行い、民間

の参入を可能にした 

③ 利用者のニーズに応じた開所時間の延

長について 
▼指導員の人員不足から実施できなかった ▼指導員の人員不足から実施できなかった 

 

資料５ 


